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リンゴ黒星病防除における
感染予察機（メトス－Ｄ）の活用法

研究のねらい
リンゴ黒星病は潜伏期間が長く，発病してからの防除では手遅れである。そこで，

本病の感染予察機メトス－Ｄの情報を活用した効率的な防除法を開発する。

研究の成果
メトス－Ｄは，リンゴ葉の濡れ時間と気温を測定し，黒星病の感染程度（軽度，

中程度，重度）を表示する機械である（第１図）。黒星病に治療的効果のあるＥＢ

Ｉ剤は，感染後約５日以内に散布すると高い効果を発現することから，メトス－Ｄ

の警報表示後でも防除が可能になった。このことにより，ＥＢＩ剤を効果的に使用

することができ，本病の多発を未然に防ぐことができるようになった。

第１図 メトス－Ｄの模式図 第２図 メトス－Ｄ利用による防除効果

①：予察機本体 １区：警報表示３日後ＥＢＩ剤散布

②：センサーステーション ２区：慣行散布

③：降水量計 ３区：殺菌剤無散布

④：葉濡れセンサー
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